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＜要約＞ 

子どものための読み物は，大人によって子どもに与えられるという性格上，結果として，

社会のイデオロギーや既成の権力構造や，社会システムなどを，子どもに刷り込むことに

なる。しかしながら，近年の，女性を取り巻く社会環境の変化と女性の高学歴化，社会進

出に伴い，小説，漫画，映画などさまざまなメディアにおける女性の描き方は徐々に変化

し始めている。もちろん，子どものための絵本も，その例外ではない。小論では，子ども

の絵本における女性（主に女の子）の描き方の傾向を，最近発表された作品を中心に分析

した。 

 

＜感想＞ 

本論文では、絵本や物語を用いて、それらが子どもに植え付けるジェンダー観を分析して

いた。論文でも言われていたように、冒険のようなアクティブな行動は男の子、男性がと

るものという印象があり、会社でも営業のようなアクティブな仕事を男性が、事務のよう

なアクティブではない仕事を女性が行うという印象が根強くついている。 

また、ここでいう女性らしさというのは、年齢に制限があると書かれていた。本論文で

は、現在、将来子どもが作れることが女性と呼ばれることの条件のように書かれていた

が、私はそうではないと思う。年をとって子どもが作れなくなった女性でもマダムと呼ば

れるような人は女性らしさがより増している場合もあるのではないかと思う。本論文を

読んでいて、女性らしさとか、女性が男性を飛び越えるという考えを持っていること自体

がジェンダー観にとらわれているということになるのではないかと考えた。 
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